
令和８年度　川上小学校学校経営構想
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努力
目標

　※「学校緑化コンクール」への参加

・詩文の暗唱による語彙力の向上

総合運動部と音楽部のみの実施
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開かれた学校としての保護者参観・参画事業の充実（ＰＴＡとの密なる連携）

家庭・地域社会と学校の相互サポートの充実（校区各種団体との連携や情報の共有、学校サポート会議）

地域とともに児童一人一人を大切にし、心身ともにすこやかで、
自ら学び将来を創造する力をもった児童を育成する。

教　育　目　標

めざす学校像 めざす児童像 めざす教師像

潤いのある安心・安全な環境、家庭・地域との連携

　※「どんぐりんピック」の継続・発展

・食育月間、全国学校給食週間の確実な実施

・ボランティア活動等への積極的参加

重　点　努　力　目　標　及　び　実　践　事　項

熊本市教育振興基本計画
【基本理念】

豊かな人生とよりよい社会を創造
するために、自ら考え主体的に行
動できる人を育む

校　訓

　なかよく
　かしこく
　たくましく

１　よさを認め合える学級づくりの推進 １　確かな学力を児童自ら身に付ける授業改善の推進

・新型コロナウィルス感染症をはじめとする感染予
防及び健康の自己管理ができる力の育成

全ての教育活動を通して、人間尊重の教育の推進を図る。

学ぶ意欲を高め、心を育てる教育環境の充実を図る。

・自ら創造する喜びや自己決定の場の設定

・生活訓「かわかみっこ」の推進　

※「学校保健委員会」の活性化

・運動の楽しさを味わせる授業の充実と心身の健康
の関連を踏まえた健康教育の推進

５　食育指導の充実

・家庭科や生活科等の授業、給食時間を活用した学
びの充実

・栄養教諭との連携推進（給食献立表の有効活用等）

・言語活動の充実、基礎基本の確実な定着、思考力・
表現力・判断力を培うバランスのとれた学力を身に付
ける授業改善

・偏食せずしっかり食べる事の意識化

教育環境の充実に係る施設設備と児童の見守り活動への協力体制の整備

　※「あいさつ名人」を目指して

・「川上っ子のくらし」の意識化と定着

・言語環境の整備（ふわふわ言葉の推進）
・清掃活動、整理整頓の習慣化

４　道徳・人権教育、キャリア教育の充実

・児童の心に響く道徳の授業と日常化の取組

・思いを語り、認め合う人権学習や人権集会の
実施

５　幼・保・小・中、諸機関との連携

・家庭学習の推進と自主学習ができる力の育成

２　生き生きと学ぶ学習集団づくり

・学習規律の確立（小学校低学年から中学校までの系
統立てた継続的取組）

・集中して聴く力、考えを伝える力、考えを深める
力、互いを尊重し合う力の育成

・草花を育て大切にする活動の推進（一人一鉢）

３　心潤う環境づくり

※「読み聞かせ」の推進

６.部活動の適正化

７　特別活動、児童会活動の活性化

・児童主体の活動と話し合い活動の推進

・情報共有と組織としての迅速な対応

４　体育授業の改善

・目標読書冊数の設定及び実施

・体験活動の計画的実施

３　学力テスト等の結果分析及び授業改善

４　読書活動・詩文の暗唱の推進

相手の立場に立って考えることができる
教師
使命感と情熱を持ち日々指導力を高める
教師
組織の一員としての責任感を持ち協力し
て課題に対応する教師
児童、保護者、地域社会の期待に応え、
信頼される教師
効率的な業務の推進に努め、合理的に職
責を遂行する教師

６　自然体験活動・社会体験活動・地域に学ぶ
体験活動の推進

児童一人一人を大切にする学校

自ら考え判断するとともに笑顔で生き生
きと活動する児童を育成する学校
家庭や地域社会とのつながりを大切に教
育活動を発信して信頼される学校

学校教育活動全体を通じて、心身の健康や体力の保持増進を図る。

経　　営　　の　　方　　針

自他を大切にするとともに助け合い、励
まし合う児童

２　安全教育と防災

・災害を想定し、より実践的な避難訓練の実施

・危機回避能力の育成

３　基本的生活習慣の育成

・日常指導における健康教育の推進

・ＰＴＡと連携した生活習慣づくり（早寝・早起
き・朝ごはん、スマホやタブレット利用の約束）
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・低：楽しんで読む、中：幅広く読む、高：じっくり
読む

・朝読書の推進

※「安全の日」（毎月１５日）による意識向上

・目標をもち、進んで健康づくりや体力づくりに取
り組む日常活動の工夫

自ら考え判断するとともに笑顔で生き生
きと活動する児童
目標をもって学び続けるとともに最後ま
でやりぬく児童

豊かな心 確かな学力 健やかな身体

・自他の大切さを認め、いじめのない集団づくり

・川上っ子アンケート・心のアンケートの実施
と適切な対応及び教育相談の充実

・ステップアップサポーターの活用

一人一人の実態に応じた指導の確実な実施と、主体的な学びの積極的推進により、これからの社会を生き抜く力の基盤となる「確かな学力」の
向上に向けた授業改善を図る。

生き生きと活動できる人間関係づくりや体験活動、児童の心に響く道徳の授業実践、児童主体の活動を通して、豊かな心の育成を図る。

１　健康や体力の保持増進を図る取組の充実

・自分ごととして取り組む職員研修改革の継続

・外遊びの推奨

・安全点検の確実な実施と不良個所の迅速対応

※「リーディングＤＸスクール事業（R5）」の学びの発展

・一人一人の実態に応じた支援の工夫

・川上タイム（学力充実の時間）の有効活用

・児童が自ら考え、対話を通して学び合う授業づくり
の開発

・わかる・楽しい授業、主体的な学びためのＩＣＴの
効果的活用

２　 規範意識の確立

・特別支援教育推進体制の確立と推進


